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はじめに 

 
 あらゆる商品が国内に流入しうるボーダーレスな厳しい環境の中で、食品産業が活性化し、

事業を存続させ、自立的成長を推進し、もって、消費者に豊かな食生活を提供するためには、

今あらためて、食品産業、特に食品製造業における技術力の強化、新技術の事業化、さらに、

技術立国の基盤と知的財産の創出、および活用が必須の要件である。 

 そのためには、食品産業における現状の課題、特に技術開発における課題を明確にして、具

体的な解決方法を明示することが重要である。 

 本報告は２１世紀において食品産業が取り組むべき技術開発の方向性を明確にし、併せて消

費者ニーズへの対応、安全性の確保、競争力の強化、環境への調和などの観点から、具体的に

取り組むべき課題を提示した。また、技術シーズと産業サイドのニーズとのマッチングのため

の産学官の連携のあり方、その連携のベースとなる知的財産の扱い方についても言及した。 

 本報告は 食品産業における技術開発の方向性として、今後のわが国の技術開発政策に反映

することができるものであり、かつ、食品産業界において、各企業が今後取り組むべき課題を

も提起したものである。 

 なお、本報告書では「産学官」を、以下の定義で使用している。 

  産 ： 農・水・畜産物を主原料として食品に加工している食品製造業 

  学 ： 研究開発機能を有する大学 

  官 ： 研究開発機能を有する独立行政法人、地方自治体の研究機関などの公的研究機関 
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